様式第１号（第５条関係、第７条関係）

コロナリスク対応型事業継続補助金事業実施計画書

補助金申請にあたり、以下の事項について相違ないことを誓約します。
☐　風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律（昭和23年法律第122号）第２条に規定する風俗営業、性風俗関連特殊営業又は接客業務受託営業を営む者ではないこと。
☐　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）ではないこと。なお、個人事業主の場合は暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）ではないこと。
☐　暴力団若しくは暴力団員の利益につながる活動を行い、又は、暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者ではないこと。
※誓約する場合は、上記の各項目にチェックをつけること。

１　企業の概要等
	企業の概要
	名称
	

	
	代表者職・氏名
	

	
	所在地等
	〒

	
	業種
	
	資本金
	

	
	従業員数
	　　　　　人

	連絡先
	部課係名
	

	
	職・担当者名
	

	
	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	
	メールアドレス
	



２　事業概要
	事業計画の期間
	交付決定日※　～　令和　　年　　月　　日
※消毒事業の場合は保健所から指導があった日を記入（令和　年　 月　 日）

	実施事業
	実施する事業にチェックを入れてください。
☐ コロナリスク対応事業
☐ 新事業展開調査・検討事業
☐ 消毒事業
☐ その他、コロナＢＣＰの実効性を高めるために実施する事業

	他の補助金の
活用の有無
	以下のいずれかにチェックを入れてください。
☐ 活用あり（予定含む）
　　　補助金の名称：
　　　申請内容：
　　　担当課：
☐ 活用なし

	新型コロナウイルス感染症対応ＢＣＰ策定状況
	以下のいずれかにチェックを入れてください。
☐ 新型コロナウイルス感染症対応ＢＣＰ策定済
☐ 新型コロナウイルス感染症対応ＢＣＰ策定予定
　　→様式第１号別紙（新型コロナウイルス感染症対応事業継続検討計画書）を提出してください




３　事業計画※消毒事業については、以下の項目への記載は不要です。

（１）現在の事業状況について
　　①事業概要（自社が提供する商品・サービスの概要について記入してください）
	


②対象顧客の概要（BtoB/BtoCの別、顧客属性（地域、業種、年齢層・性別などを記入してください）
	


③新型コロナ感染症の事業への影響（どのような影響があるのか具体的に記入してください）
	


（２）新型コロナウイルス感染症拡大に伴い新たに発生したリスク
①新たなリスク概要（どのようなリスクや課題が発生しているのか、なぜ発生したのか等を記入してください）
	


②リスクが現実となった場合に想定される会社・業務への具体的な影響
	


（３）補助事業の内容（上記で記載したリスクに対して、どのような取組を行うのか）
①リスクへの対策の具体的な内容　※改修の場合は、改修前後の図面を添付すること
	


②対策のスケジュール
	


③対策後の運用・活用方針
	


（４）事業実施による効果
①補助事業を実施することで、得られる直接的な効果
	


②補助事業実施後の目標（売上や利用者状況など、自社事業における全体的な視点）
	


（５）コロナＢＣＰとの関連性
[bookmark: _GoBack]（本事業実施により、自社のコロナＢＣＰの実効性向上に繋がるポイント等について記入してください）
	



